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－ 3 － 政策情報誌　平成 26年３月（第 10号）

龍ケ崎市公共下水道全体計画の見直しについて

■ 下水道全体計画（案）の計画区域図

■ 下水道全体計画（案）の概要　－ 新旧対象 －

　　下水道全体計画の区域を除く区域について
は、公共用水域の水質保全に寄与し、生活環境
の改善に効果が認められる合併浄化槽の普及
が進んできています。
　加えて、近年は性能がより向上した高度処理
型浄化槽が登場し、霞ヶ浦流域（本市を含む）
は高度処理型浄化槽の設置が義務付けられまし
た。
　また、合併処理浄化槽は下水道と違いその効
果の発現は即効的で、近年は災害時の復旧が下
水道と比較すると早いなどのメリットもある
ことから注目度も増してきており、設置費用の
補助制度の活用により単独浄化槽から高度処
理型浄化槽への転換が進んでいます。
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龍ケ崎市公共下水道全体計画の見直しについて

　

人
口
減
少
や
高
齢
社
会
の
到
来
、
社
会
構

造
の
変
化
な
ど
、
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

諸
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
下
水
道
施
設
は
建
設
か
ら
約
40
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
今
後
の
老
朽
施
設

の
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
維
持
管
理
の
適
正

化
は
最
も
配
慮
す
べ
き
視
点
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
持
続
し
て
い
く
に
は
、
下
水
道
整
備

の
一
層
の
効
率
化
が
急
務
で
あ
り
、
下
水

道
全
体
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

策
定
中
の
計
画
に
お
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
の
下
水
道
未
整
備
地
域
の
見
直

し
を
行
い
、
整
備
効
率
の
高
い
地
域
お
よ

び
今
後
の
開
発
の
可
能
性
が
高
い
地
域
を

計
画
に
残
し
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て

は
計
画
区
域
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
除
外
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
る
計
画
区
域
図
と
概

要
に
つ
い
て
は
、
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
情
勢
の
変
化
、
都
市
計

画
、
経
済
性
、
地
域
特
性
な
ど
の
視
点
か
ら
、

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
下
水
道
事
業
を
円
滑
に
効
率

よ
く
進
め
る
に
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
元
説
明
会

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
留

意
し
な
が
ら
、
下
水
道
全
体
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
下
水
道
事
業
は
茨
城
県
が

管
理
す
る
利
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
最
終
処

理
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
の
見

直
し
が
、
茨
城

県
が
策
定
し
て

い
る
霞
ヶ
浦
流

域
下
水
道
整
備

総
合
計
画
の
水

質
環
境
基
準
達

成
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

◉ 人口減少、高齢社会の進行
◉ 生活スタイルの変化
  （節水、水利用形態の変化）
◉ 老朽施設の増加
◉ 合併処理浄化槽の普及
◉ 安定的な下水道事業への要請

⬅

⬅

⬅

⬅

⬅

■ 下水道全体計画策定の流れ

水質汚濁解析（上位
計画への影響調査）

アンケートによる接
続意識などの調査

アンケートによる計画
の見直しに関する調査

地元説明会により意見
を聴取

下水道調査委員会によ
り意見を聴取

パブリックコメント
（2/24 ～ 3/25）

地元説明会の様子地元説明会の様子
（長戸コミュニティセンター）（長戸コミュニティセンター）

■問い合わせ：下水道課排水保全グループ☎内線 454■問い合わせ：下水道課排水保全グループ☎内線 454
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これからの防災対策

③
竜
巻
対
策
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
作
成

　

昨
年
９
月
２
日
（
月
）
に
、
埼
玉
県
越

谷
市
か
ら
千
葉
県
野
田
市
に
か
け
て
、
竜

巻
と
思
わ
れ
る
突
風
が
発
生
し
、
重
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
万
一
の
竜
巻

接
近
時
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
守

る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
の
か
な
ど
を
記
載

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
市
公
共
施
設
な
ど
67
カ

所
に
掲
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
教
育

の
一
環
と
し
て
、
同
じ
内
容
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
市
立
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
配
付
し
ま
し
た
。

　

竜
巻
は
そ
の
予
報
が
難
し
い
上
、
建
物

の
全
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
短
時
間
で
も

た
ら
し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

緊
急
周
知
も
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
竜
巻
発
生
の
兆
候
や
竜
巻
接
近
時
の

対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
知
識
を
得
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
万
一

の
際
に
は
、
こ
の
知
識
を
基
に
行
動
を
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
市
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
、
定
期
的

な
知
識
の
普
及
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
共
助
」
と
は
、
我
が
ま
ち
は
我
が
手
で

守
る
と
い
う
「
ご
近
所
の
力
」
で
す
。
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
や
消

防
な
ど
が
同
時
に
す
べ
て
の
被
災
現
場
に

向
か
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
救
出
活
動
や
消
火
活
動
は
、
い
か

に
早
く
多
く
の
人
が
協
力
し
て
対
応
す
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
お
隣
や
近
所
の
方
た
ち
と
交

流
を
持
ち
、
災
害
に
対
す
る
共
通
認
識
と

協
力
体
制
を
築
い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
住
民
自
治
組
織

や
地
域
防
災
組
織
な
ど
に
必
要
な
情
報
の

提
供
や
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
の
防
災
訓
練

　

７
つ
の
地
域
と
小
学
校
の
合
同
防
災
訓

練
（
大
宮
・
松
葉
・
城
ノ
内
・
龍
ケ
崎
西
・

北
文
間
・
長
山
・
川
原
代
）
や
地
域
単
独

の
防
災
訓
練
な
ど
、
計
32
回
、
参
加
者
数

延
べ
５
３
０
０
人
の
訓
練
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
（
平
成
26
年
２
月
末
現
在
）。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
27
日
（
日
）
に
は
、
市

街
地
で
初
の
市
民
参
加
型
合
同
防
災
訓
練
を

行
う
予
定
で
し
た
が
、
台
風
26
号
の
被
害
対

応
お
よ
び
台
風
27
号
の
接
近
に
よ
り
、
訓
練

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
を
行
う
に
あ
た
り
、
龍
ケ
崎
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
龍
ケ
崎
小
学
校

お
よ
び
市
が
、
合
同
会
議
を
行
い
企
画
の

段
階
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
目
的
・
想
定
・
実
施
内
容
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

● 

目
的
：
地
域
（
共
助
）
と
災
害
対
策
本

部
（
公
助
）
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
災
害

対
応
と
す
る
。

● 

想
定
：
大
規
模
地
震
発
生
を
想
定
す
る
。

● 

実
施
内
容
：
市
が
整
備
す
る
情
報
ツ
ー

ル
（
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
・
ｅ
コ
ミ
マ
ッ

プ
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
な
ど
）
を
使
用
し
、
被

害
状
況
や
応
急
対
策
状
況
な
ど
の
情
報
を

共
有
す
る
。
ま
た
、
龍
ケ
崎
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
を
中
心
に
構
成
す
る
組
織

「
避
難
所
運
営
委
員
会
」
に
よ
る
避
難
所
運

営
を
行
う
。

　

今
回
の
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

５
回
の
合
同
調
整
会
議
で
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
、
情
報
共
有
の
必
要
性
と
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

住
民
自
治
組
織
な
ど
地
域
、
小
学
校
お

よ
び
市
が
連
携
し
て
避
難
所
運
営
を
行
う

な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
実
施
を
他
の

地
域
で
も
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

も
、「
一
時
避
難
場
所
に
参
集
し
て
か
ら
、

市
指
定
の
避
難
所
に
移
動
」
な
ど
は
実
際

の
災
害
時
に
も
有
効
で
あ
り
、
今
後
も
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

②
防
災
士
の
育
成

　

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防

車
や
救
急
車
な
ど
、
公
的
機
関
が
速
や
か

に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
、
当
市
に
住

所
を
有
す
る
方
の
防
災
士
資
格
取
得
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
２
月
末
現

在
で
、
19
人
の
方
が
助
成
を
受
け
て
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
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平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
私
た
ち
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
一
変
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
東
日
本
大
震
災

の
反
省
点
と
教
訓
か
ら
、
減
災
に
向
け
て
、
公
助
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
共
助
の
取
り
組
み
、
自
助
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
併
せ
て
、「
龍
ケ
崎
市
防
災
対
策
基
本
条
例
」
の
制
定
や
地
域
防
災
計
画
（
地
震
災
害
対
策
計
画
編
）
を
策
定
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
戦
略
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
平
成
25
年
度
主
要
施
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
地
域
防
災
計
画
（
一
般
災
害
等

対
策
計
画
編
）
の
見
直
し
や
防
災
関
連
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
台
風
26
号
、
27
号
が
襲
来
し
、
当

市
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
防
災
対
策
は
、
市
、
地
域
、
市
民
お
よ
び
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
を
果
た
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
平
成
25
年
度
の
防
災
事
業
の
実
績
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
来
年
度
に
向
け
実
施
す
る
事
業
を
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
観
点
に
分
け
て
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

これからの防災対策

　
「
自
助
」
と
は
、
自
分
と
家
族
の
安
全

は
、
自
分
で
守
る
と
い
う
「
防
災
の
基
本
」

で
す
。
防
災
に
関
す
る
知
識
を
自
ら
学
び
、

実
践
し
て
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
市
で
は
想
定
す
る
災
害

と
対
処
法
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
予
想
さ
れ
る

災
害
対
策
に
つ
い
て
、
情
報
の
収
集
と
多

様
な
情
報
発
信
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
「
防
災
の
手
引
き
」
の
全
戸
配
布

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
得
た
教

訓
と
、
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
や
小
貝
川

の
氾
濫
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
や
心
構

え
を
地
図
・
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
「
防
災
の
手
引
き
」
を
、

４
月
に
市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
手
引
き
」
の
利
用
方
法
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
自
主
防
災
組
織
に
お
け
る

訓
練
や
、
出
前
講
座
な
ど
の
説
明
資
料
と

し
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
「
ｅ
コ
ミ
マ
ッ
プ
」
の
利
用

　

独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所

が
構
築
し
た
電
子
地
図 

「
ｅ
コ
ミ
マ
ッ
プ
」

を
導
入
し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難

所
や
給
水
所
な
ど
の
防
災
施
設
情
報
を
取

り
ま
と
め
た
『
市
防
災
関
連
施
設
地
図
』

を
作
成
・
公
開
し
ま
し
た
。

　

情
報
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
よ
り

多
く
の
方
に
閲
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境

の
整
備
と
広
報
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る
写
真

撮
影
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
用
い
た
位
置
情

報
を
付
与
す
る
機
能
を
用
い
て
、
災
害
時

な
ど
に
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
広
く
写

真
提
供
を
受
け
て
、
市
内
の
状
況
を
写
真

で
閲
覧
可
能
と
す
る
地
図
の
作
成
と
実
用

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■問い合わせ：危機管理室消防防災グループ☎内線 350■問い合わせ：危機管理室消防防災グループ☎内線 350
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これからの防災対策

　

来
年
度
は
実
施
形
態
を
改
め
、
８
月
に

講
演
会
形
式
に
よ
る
市
民
防
災
フ
ェ
ア
を

開
催
し
、
別
途
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
と

の
合
同
防
災
訓
練
の
実
施
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
「
30
年
以
内
に
70
％
以
上
の
確
率
で
、
震

度
６
弱
以
上
の
地
震
が
起
き
る
」
と
切
迫

す
る
首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
は
、
最
悪

の
場
合
、
死
者
２
万
３
千
人
、
経
済
的
被

害
が
約
95
兆
円
に
上
る
と
想
定
さ
れ
、
減

災
の
た
め
に
は
早
急
な
対
策
が
必
要
と
の

警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

で
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
、
竜
巻
そ
し

て
大
雪
と
、
こ
れ
ま
で
の
観
測
記
録
を
塗

り
替
え
る
よ
う
な
自
然
の
猛
威
が
私
た
ち

の
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
危
機
事
象
を

し
っ
か
り
検
証
し
、
危
機
管
理
能
力
を
向

上
さ
せ
、
襲
い
来
る
災
害
に
立
ち
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

危
機
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
〔P
lan

（
計
画
）

↓ D
o

（
実
行
）
↓ C
heck

（
評
価
）
↓ 

A
ct

（
見
直
し
）〕
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
助
、
共
助
、

公
助
の
役
割
の
も
と
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

防
災
に
つ
い
て
考
え
、
そ
し
て
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　昨年 10 月 15 日（火）、台風 26 号は本市に大きな被害をもたらしました。本市では、午後７時 56
分に大雨洪水警報が発令され、警戒体制を布き災害に備えていたところ、翌日の未明から雨脚が激し
さを増し、市内各所で道路冠水や河川が越水する状況になりました。強風により転倒の重症者１人、
家屋の一部損壊１棟、土砂崩れ 12 カ所、道路の通行止め７カ所、停電 2,500 世帯などが発生しました。
対策として、午前６時 35 分、市職員に「第一次非常体制」を発令するとともに、市役所に災害対策
本部を立ち上げ、被害状況の把握と災害対応を行いました。

　台風 26号が通り過ぎた後の 10月 25 日（金）には、台風 27号が関東地方に接近するとの予報があり、
台風 26 号の教訓を受け、水害とがけ崩れの対応を進めました。災害対策本部を立ち上げ、職員 56 人
ずつを８時間交代の 24 時間体制で対応にあたりました。結果としては、本市は台風の影響を受ける
ことはありませんでしたが、２つの台風の教訓を得てより現実的で機能的な防災対策の見直しを行う
ことができました。

　２月８日（土）から９日（日）の降雪は、県南部で観測史上２番目となる
26cm の積雪を観測しました。予報により２月６日（木）から道路交通対策
として道路わきへの凍結防止剤の事前集積や、市公式フェイスブックなどに
より注意喚起を行ってきました。
　９日（日）には市のコミュニティバスをはじめ公共交通機関は大幅に乱れ、
市民の足に大きな影響を与えることになりました。市では、10 日（月）の朝
から佐貫駅東口ロータリーの除雪を行うとともに、市建設業組合の協力を得
て、主要道路などに凍結防止剤の散布を行うなどの対策を講じました。

　　龍ケ崎市では、暮らしに役立つ情報を、携帯電話（スマートフォンも含む）やパソコンにメール
でお届けする「メール配信サービス」を無料で行っています。また、水戸地方気象台から、龍ケ崎市
に次の気象情報が発表された場合、「災害情報」の項目を登録されている方に、市からの災害情報とは
別に、気象情報が自動的に配信されます。配信の内容は次のとおりです。

● 龍ケ崎市公式サイト（http://www.city.ryugasaki.ibaraki.jp/）
→トップページ左側「お役立ちコーナー」の「メール配信サービス」をクリック。

登録料は無料です。ただしメールの受信などでかかる通信料は利用者の負担となります。

▶問：情報政策課情報化推進グループ☎内線 371
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これからの防災対策

ず
日
常
生
活
に
お
い
て
、
突
然
倒
れ
た
り

意
識
を
失
っ
た
人
に
遭
遇
し
た
場
合
に
備

え
、
心
肺
蘇
生
方
法
な
ど
人
命
救
助
に
適

切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
「
普
通
救
命
講

習
」
を
市
消
防
団
長
以
下
49
人
が
受
講
し
、

即
応
対
応
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
基
準
に
則
っ
た
装
備

品
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
員
個
々
に
、「
消
防
団
災
害
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り

組
む
ほ
か
、
本
年
度
は
、
部
長
職
以
上
が

受
講
対
象
だ
っ
た
「
普
通
救
命
講
習
」
を

団
員
職
も
受
講
対
象
と
し
ま
す
。
今
後
も

消
防
団
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
防
災
拠
点
の
強
化

　

平
成
24
年
度
に
、
水
道
管
破
損
に
よ
る

断
水
対
策
と
し
て
市
内
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
井
戸
を
掘
り
、
生
活
用

水
な
ど
の
確
保
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
井
戸
を
汲
み
上
げ
る
た
め
の

ポ
ン
プ
専
用
の
発
電
機
と
照
明
を
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
最
寄
の
小
学
校
敷

地
内
に
あ
る
市
防
災
コ
ン
テ
ナ
内
に
配
備

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
備
蓄
食
糧
の
充
実
と
し
て
、
地
域

防
災
計
画
の
被
災
者
数
（
最
大
４
９
０
０

人
）
に
基
づ
く
備
蓄
食
糧
を
確
保
す
る
な

か
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
糧
品
を

新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
乳
児
の

粉
ミ
ル
ク
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
品
含

む
）、
使
い
捨
て
ほ
乳
ボ
ト
ル
お
よ
び
大
人
・

乳
幼
児
の
オ
ム
ツ
な
ど
、
災
害
弱
者
対
策

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
飲
用
不
可
の
防
災
井
戸
に
は
、

専
用
浄
水
器
の
配
備
な
ど
、
飲
用
に
適
用

で
き
る
対
策
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
災
害
用

備
蓄
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
開
発
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
公
助
」
と
は
、
市
を
は
じ
め
、
消
防
・

警
察
・
県
・
自
衛
隊
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
に
よ
る
応
急
対
策
活
動
で
す
。
市
災
害

対
策
本
部
に
お
い
て
、
一
元
的
に
被
害
情

報
を
収
集
し
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し

即
時
救
援
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
職
員
の
訓
練
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
総
合
防
災
訓
練

　

災
害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
の
円
滑
化

と
防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
を
強

化
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
お

よ
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
昨
年
８
月
25
日
（
日
）
小
貝
川
市

民
運
動
公
園
に
お
い
て
、「
市
民
防
災
フ
ェ

ア
２
０
１
３
総
合
防
災
訓
練
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の
連
携

を
中
心
と
し
た
「
総
合
防
災
訓
練
」
と
、

市
民
が
気
軽
に
防
災
に
触
れ
合
え
る
市
民

密
着
型
の
「
展
示
・
体
験
ひ
ろ
ば
」
の
二

部
構
成
同
時
進
行
型
と
し
、
訓
練
参
加
者

お
よ
び
見
学
者
併
せ
て
約
１
３
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
を
育
成
す
る
た
め
、
市
主
催
の

防
災
訓
練
や
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ

Ｇ
）
な
ど
の
研
修
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
各
地
域
の
訓
練
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
防
災
士
の
知
識
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

防
災
士
の
方
が
地
域
の
中
で
果
た
す
役
割

な
ど
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

③
消
防
団
の
体
制
整
備

　

地
震
な
ど
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
な
ど

に
お
い
て
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防

団
員
と
し
て
の
基
本
的
な
行
動
や
安
全
対

策
に
関
す
る
「
消
防
団
災
害
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
活
動
時
に
お
け
る
市
消
防

団
員
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
防
火
衣
・

銀
長
靴
の
入
替
え
、
救
命
胴
衣
の
配
備
お

よ
び
新
た
に
消
防
ホ
ー
ス
を
80
本
以
上
備

え
置
く
な
ど
、
消
防
団
装
備
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。
な
お
、
災
害
現
場
の
み
な
ら



　災害対策基本法第 42条第１項・龍ケ崎市防災会議条例第２条および龍ケ崎市防災対策基本条例
の規定に基づき、防災関係機関などで構成される龍ケ崎市防災会議（会長：市長）において、①市
および防災関係機関が処理すべき事務または業務の大綱、②災害予防、災害応急対策および災害復
旧に関する事項別の計画などの防災に関する総合的な計画を定めたものです。
　また、災害救助法に基づき知事が実施する災害救助事務のうち、同法第 30条に基づき市長に委
任された場合の計画または、知事が実施する救助事務を補助する場合の計画のうち、市に係る事務
に関する計画を包括する総合計画です。

　この計画は国の計画および茨城県地域防災計画を基準とし、これと統一・整合性を図りつつ龍ケ
崎市の地域特性を踏まえ、社会情勢・環境情勢を的確に捉えながら、常に実情に即した計画とする
ことが必要です。計画の目的は

としています。

　　今回の見直しは、東日本大震災、地球温暖化現象が原因と思われる異常気象によ
り多発する集中豪雨や竜巻への対策によるものです。加えて、昨年の 10月 15日から
16日にかけて本市を襲った台風の教訓により、市職員の動員体制や避難判断基準、さ
らには災害時要援護者対策についても見直しを行うこととしました。
　また、本市は福島第一原発事故により、プルーム通過によると思われる放射性物質
の拡散による影響が及んだことを踏まえて、新たに原子力災害対策計画を策定し、追加しました。

■問い合わせ：危機管理室消防防災グループ☎内線 350

Ⅰ． 総則
Ⅱ．風水害対策計画
　第１章　災害予防　
　第２章　災害応急対策
　第３章　災害復旧
Ⅲ．航空災害対策計画
Ⅳ．鉄道災害対策計画
Ⅴ．道路災害対策計画
Ⅵ．危険物等災害対策計画
Ⅶ．大規模な火事災害対策計画
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　第２章　災害応急対策
　　第２節　動員計画
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Ⅲ．航空災害対策計画
Ⅳ．鉄道災害対策計画
Ⅴ．道路災害対策計画
Ⅵ．危険物等災害対策計画
Ⅶ．大規模な火事災害対策計画
Ⅷ．原子力災害対策計画
　第１章　総　則
　第２章　原子力災害事前対策
　第３章　緊急事態応急対策
　第４章　原子力災害中長期対策
　

は大きく見直しした箇所　 は新たに加えた箇所　※色付けをしていない箇所でも見直しは行っています。


